
( )

-

9 款 1 項 3 目 80 細目

2 -

２　事務事業の概要・活動計画・指標

【成果指標名】 単位
26年度 27年度 28年度
（実績値）

100.0

28年度 29年度

％ 40.0 95.2 100.0

20,417 千円

千円千円

286,092 千円

対　象
（誰・何を対象に）

　市民・消防職員

【活動・結果指標名】 単位 26年度（実績） 27年度（目標）

9

　
　　　安芸津分署の新築移転及び解体

　　　１　事業概要
　　　　　東広島消防署安芸津分署の新築移転を行う一環として、旧安芸津分署を解体する。

　　　２　事業スケジュール
　　　　　平成２５年度　敷地造成測量設計開始
　　　　　平成２６年度　用地取得、敷地造成測量設計、敷地造成工事、建物の基本・実施設計
　　　　　平成２７年度　建設工事、外構工事、新分署へ移転
　　　　　平成２８年度　新分署の運用開始、旧安芸津分署解体

　　　３　新旧分署情報
　
　
　
　
　
　
　　　４　総事業費
　　　　　約４億２千万円

　東広島消防署安芸津分署の新築移転を行う一環として、老朽化、耐震性不足といった問題を抱える
旧安芸津分署を解体し、旧安芸津分署周辺の安全性の向上を図る。

ハード消防庁舎等整備事業 一般会計

総合計画施策体系消防局　消防総務課　消防総務係所　属

３　コスト情報

事務事業名

256,700

国県支出金 千円 千円

千円 千円千円

事業費合計（A) 152,960 千円

事業の概要
及び

H28活動計画

活動・結果
指　標

28年度（目標）

成果目標
（指標設定理由、

計算式、
数値上では現れ
にくい成果）

　安芸津分署は、老朽化、耐震性不足等の様々な問題点を抱えており、早急に新築移転及び解体す
る必要があるため、事業進捗率を成果指標とする。

17,760 千円 29,392 千円

事
業
費

千円

千円

千円

20,417 千円

千円
財
源
内
訳

一般財源

千円135,200

千円

地方債

その他 千円

成果指標
（目標達成状況等）

１　事務事業に関する基本情報 事務事業番号 209 2 新規・継続 継続

平成 28 年度 事務事業シート 計画

26年度（決算） 27年度（予算） 28年度（予算） 29年度（予算）

目　的
（何のために）

（目標値） （目標値） （実績値） 達成率 （目標値） （目標値）

 安芸津分署建設事業進捗率

うち、平成２８年度分 

 ２０,４１７千円 

新安芸津分署  
平成２８年４月１日運用開始予定 

旧安芸津分署  

平成２８年度中に解体予定 

三津小学校 

安芸津バイパス 

安芸津支所 

三津保育所 

旧分署 新分署

敷地面積（㎡） ７２６．４５ １９９０．２９

延床面積（㎡） ４１７．００ ６４８．９２

建築年月日 Ｓ４８．１０．１５ Ｈ２７．１２．２１
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２　事務事業の概要・活動計画・指標

所　属

事
業
費

千円

26年度（決算） 27年度（予算） 28年度（予算） 29年度（予算）

目　的
（何のために）

35,000

28年度（目標）

１　事務事業に関する基本情報 事務事業番号 209 5 新規・継続 継続

平成 28 年度 事務事業シート 計画

成果目標
（指標設定理由、

計算式、
数値上では現れ
にくい成果）

　築年数が長く狭隘な既存の格納庫を集約して、地域防災拠点にふさわしい統合格納庫の建築を進
めるため、統合格納庫の延べ整備数を成果指標とする。
　車両更新については、「消防団車両整備更新計画」に基づき、配備年数の長い車両から適宜更新す
るため、消防団車両の今後１０年間（平成２５年度から目標設定）の延べ更新台数（各年度の累計）を
成果指標とする。

台 4 7 248

３　コスト情報

ハード事務事業名 消防団施設等整備事業 一般会計

38,200

国県支出金 千円 2,160 千円

千円 千円千円 24,900

総合計画施策体系消防局　消防総務課　消防団係

事業費合計（A) 29,613 千円

事業の概要
及び

H28活動計画

活動・結果
指　標

統合格納庫の整備数、（）は設計数 施設 － 1（1）

対　象
（誰・何を対象に）

　消防団（４６分団）

【活動・結果指標名】 単位 26年度（実績） 27年度（目標）

9

　　　消防団統合格納庫の建設（４０，４６５千円）

　　　１　事業概要
　　　　　第四方面隊川上分団(八本松町)の格納庫（４箇所）を集約し、統合格納庫を新築する。

　　　２　事業スケジュール
　　　　　平成２７年度　実施設計
　　　　　平成２８年度　建設工事

　　　３　構造
　　　　　鉄骨造平屋建
　

　　　消防団車両（消防ポンプ自動車）の更新及び資機材の整備（２０，９４８千円）
　
　　　１　事業概要
　　　　　第五方面隊志和堀分団（志和町）の車両更新（消防ポンプ自動車：１台）及びホース
　　　　等の資機材を整備するもの。

1

　消防団の施設（格納庫・車両・ポンプ・資機材等）の更新等を行い、消防力の強化・充実を図る。

907 千円 2,773 千円

1 3

千円

20,800

統合格納庫の延べ整備数 施設 24 25 26

1,513 千円

7,906 千円

1

千円

61,413 千円

（目標値） （実績値） 達成率 （目標値） （目標値）

 

【成果指標名】 単位
26年度 27年度 28年度 29年度

消防団車両の更新台数 台

（目標値）

千円

地方債

その他 千円千円

成果指標
（目標達成状況等）

―年度
（実績値）

46

消防団車両の延べ更新台数
（Ｈ25～Ｈ34　10年で目標設定）

千円

千円

43,133 千円

財
源
内
訳

一般財源

参考写真 

消防ポンプ自動車（参考） 資機材一例 

４箇所を統合 
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２　事務事業の概要・活動計画・指標

所　属

事
業
費

千円

26年度（決算） 27年度（予算） 28年度（予算） 29年度（予算）

目　的
（何のために）

28年度（目標）

１　事務事業に関する基本情報 事務事業番号 209 8 新規・継続 継続

平成 28 年度 事務事業シート 計画

成果目標
（指標設定理由、

計算式、
数値上では現れ
にくい成果）

　東広島市消防局車両整備更新計画に基づき、車両を更新する。隊員及び市民の安全を守ることを
目標に、整備更新計画の進捗率を成果指標とする。

％ 35 41 100

３　コスト情報

ハード事務事業名 常備消防車両等整備事業 一般会計

34,900

国県支出金 26,647 千円 千円

千円 千円千円 216,600

総合計画施策体系消防局　警防課　警防係・救急救助係

事業費合計（A) 155,591 千円

事業の概要
及び

H28活動計画

活動・結果
指　標

消防自動車の整備更新台数 台 3 1

対　象
（誰・何を対象に）

　東広島消防署、竹原消防署、大崎上島消防署及び各分署

【活動・結果指標名】 単位 26年度（実績） 27年度（目標）

9

　　　常備消防車両の整備及び更新（２７４，９４２千円）

　　　１　事業概要
　　　　　消防局が定める「東広島市消防局消防車両整備更新計画」に基づき、消防救急車両の更新
        を行う。
　
　　　２　整備更新車両
　　　　　はしご付消防自動車（東広島消防署）
　　　　　消防ポンプ自動車　（西分署・大崎上島消防署）

　　　３　事業費（内訳）
　　　　　はしご付消防自動車（２０５，０００千円）
　　　　　消防ポンプ自動車   （　３４，９７１千円×２台）
　

3

　各種災害対応に万全を期すため、消防救急車両等の整備更新を行う。

5,418 千円 71 千円

2 1

千円

59,400

消防自動車の整備更新進捗率
（25年度～10年後目標設定）

％ 32 36 50

23,371 千円

64,126 千円

－

千円

274,942 千円

（目標値） （実績値） 達成率 （目標値） （目標値）

 

【成果指標名】 単位
26年度 27年度 28年度 29年度

高規格救急自動車の整備更新台数 台

（目標値）

千円

地方債

その他 千円30,857 千円

成果指標
（目標達成状況等）

34年度
（実績値）

100

高規格救急自動車の整備更新進捗
率（25年度～10年後目標設定）

34,971 千円

千円

65,828 千円

財
源
内
訳

一般財源

はしご付消防自動車 消防ポンプ自動車 
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２　事務事業の概要・活動計画・指標

所　属

事
業
費

千円

26年度（決算） 27年度（予算） 28年度（予算） 29年度（予算）

目　的
（何のために）

28年度（目標）

１　事務事業に関する基本情報 事務事業番号 209 9 新規・継続 継続

平成 28 年度 事務事業シート 計画

成果目標
（指標設定理由、

計算式、
数値上では現れ
にくい成果）

　消防水利施設（耐震性貯水槽・消火栓）の整備を行うことにより、消防水利の強化に努めている。消
防水利の少ない地域の解消を目標に、耐震性貯水槽及び消火栓の設置数を成果指標とする。

基 48 43 35

３　コスト情報

ハード事務事業名 消防水利整備事業

30,200

国県支出金 16,444 千円 千円

千円 千円千円 34,600

総合計画施策体系消防局　警防課　警防係

事業費合計（A) 86,070 千円

事業の概要
及び

H28活動計画

活動・結果
指　標

対　象
（誰・何を対象に）

　市民

【活動・結果指標名】 単位 26年度（実績） 27年度（目標）

9

　　　耐震性貯水槽工事（３４，７７３千円）

　　　１　事業概要
　　　　　市内の消防力確保のために、耐震性貯水槽５基を順次整備する。

　　　２　規格
　　　　　耐震性貯水槽４０㎥
　
　　　３　対象箇所と設置数
　　　　　河内町２基、高屋町２基、黒瀬町１基

　　　消火栓の新設・更新及び消火栓の設置に伴う増口径（４２，１６０千円）

　　　１　事業概要
　　　　　市内の消防力確保のために、消火栓の新設・更新及び増口径を行う。
　
　　　２　内訳
　　　　　新設　 ：１３基
　　　　　更新　 ：２２基
　　　　　増口径：４，１５０ｍ

　　　３　対象箇所
　　　　　西条町、志和町、高屋町、八本松町、安芸津町

　消防水利施設（耐震性貯水槽・消火栓）を整備し、消防力の強化を図る。

52,226 千円 40,962 千円

千円

17,400

耐震性貯水槽の設置数 基 7 5 5

42,333 千円

千円

千円

76,933 千円

（目標値） （実績値） 達成率 （目標値） （目標値）

 

【成果指標名】 単位
26年度 27年度 28年度 29年度

（目標値）

千円

地方債

その他 千円千円

成果指標
（目標達成状況等）

―年度
（実績値）

消火栓の設置数

千円

千円

71,162 千円

財
源
内
訳

一般財源

40㎥耐震性貯水槽 

消火栓の新設・更新 


